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第 95 期  
貸借対照表・損益計算書・株主資本等変動計算書 富山県南砺市苗島4610  番地 

平成 28 年 6 月 20 日  川田工業株式会社 

  代表取締役社長 川田 忠裕 

 

貸 借 対 照 表 
(平成28年 3月31日現在) 

      

（金額単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部 

科     目 金     額 科     目 金     額 

流  動  資  産 33,108 流  動  負  債 32,625 

現 金 預 金 2,584 支 払 手 形 6,242 

受 取 手 形 5,859 工 事 未 払 金 8,221 

完 成 工 事 未 収 入 金 23,281 短 期 借 入 金 4,859 

売 掛 金 10 一年以内に返済する長期借入金 6,754 

未 成 工 事 支 出 金 116 一年以内に償還予定の社債 400 

材 料 貯 蔵 品 63 リ ー ス 債 務 27 

前 払 費 用 194 未 払 金 865 

そ の 他 1,046 未 払 法 人 税 等 458 

貸 倒 引 当 金 △49 未 成 工 事 受 入 金 2,156 

  賞 与 引 当 金 643 

固  定  資  産 30,301 完 成 工 事 補 償 引 当 金 115 

有 形 固 定 資 産 18,234 工 事 損 失 引 当 金 431 

建 物 2,844 そ の 他 1,450 

構 築 物 328   

機 械 装 置 841 固  定  負  債 15,975 

車 両 運 搬 具 29 社 債 600 

工 具 器 具 ・ 備 品 149 長 期 借 入 金 11,701 

土 地 13,939 リ ー ス 債 務 51 

リ ー ス 資 産 72 繰 延 税 金 負 債 105 

建 設 仮 勘 定 29 再評価に係る繰延税金負債 1,581 

  退 職 給 付 引 当 金 1,464 

無 形 固 定 資 産 140 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 162 

借 地 権 35 資 産 除 去 債 務 145 

ソ フ ト ウ ェ ア 77 そ の 他 162 

そ の 他 27   

  負 債 の 部 合 計 48,600 

投 資 そ の 他 の 資 産 11,926 純 資 産 の 部 

投 資 有 価 証 券 909 株  主  資  本 13,639 

関 係 会 社 株 式 5,561 資   本   金 9,601 

関 係 会 社 出 資 金 217 資  本  剰  余  金 2,929 

長 期 貸 付 金 419 資 本 準 備 金 2,400 

投 資 不 動 産 596 そ の 他 資 本 剰 余 金 528 

長 期 営 業 外 受 取 手 形 127 利  益  剰  余  金 1,109 

長 期 営 業 外 未 収 入 金 256 そ の 他 利 益 剰 余 金 1,109 

関 係 会 社 長 期 未 収 入 金 4,200   

破 産 ・ 更 正 債 権 等 100 評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,168 

長 期 前 払 費 用 50 その他有価証券評価差額金 246 

そ の 他 294 土 地 再 評 価 差 額 金 922 

貸 倒 引 当 金 △807 純 資 産 の 部 合 計 14,808 

資 産 の 部 合 計 63,409 負債・純資産の部合計 63,409 

(注) 記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 
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損 益 計 算 書 

(自 平成27年 4月１日 
至 平成28年 3月31日 ) 

 

（金額単位：百万円）

科         目 金         額 

   

売 上 高  60,369 

売 上 原 価  53,907 

売 上 総 利 益  6,461 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  3,575 

営 業 利 益  2,886 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 ・ 配 当 金 232  

資 産 賃 貸 収 入 123  

そ の 他 83 439 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 596  

社 債 利 息 6  

資 産 賃 貸 費 用 264  

そ の 他 91 958 

経 常 利 益  2,367 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 0 0 

特 別 損 失   

固 定 資 産 売 却 損 1  

固 定 資 産 除 却 損 24  

減 損 損 失 464  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 4 495 

税 引 前 当 期 純 利 益  1,872 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 450  

法 人 税 等 調 整 額 △59 390 

当 期 純 利 益  1,482 
 

(注) 記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書 

(平成27年 4月 1日から
平成28年 3月31日まで) 

（単位 百万円） 
 

 

  株  主  資  本 評価・換算差額等 

純資産合計 
資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主資本 

合計 

そ の 他 

有 価 証 券 

評価差額金 

土地再評価

差額金 

評価･換算 

差額等合計 
資 本 

準 備 金 

そ の 他 

資本剰余金 

その他利益

剰余金 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 9,601 2,400 1,513 203 13,718 358 724 1,082 14,801 

当期変動額   
 

      

剰余金の配当    △462 △462    △462 

当期純利益    1,482 1,482    1,482 

会社分割による減少   △984  △984    △984 

土地再評価差額金の
取崩額 

   △114 △114    △114 

株 主 資 本 以 外 の 
項目の当期変動額

（純額） 

     △111 197 86 86 

当 期 変 動 額 合 計 ― ― △984 905 △79 △111 197 86 6 

当期末残高 9,601 2,400 528 1,109 13,639 246 922 1,168 14,808 

 

(注) 記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 
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個 別 注 記 表 
 

(継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 

1. 資産の評価基準および評価方法 

 (1) 有価証券の評価基準および評価方法 

 子 会 社 株 式 お よ び

関 連 会 社 株 式

…… 移動平均法による原価法 

 その他有価証券   

① 時 価 の あ る も の …… 決算日前１ヶ月の市場価格などの平均に基づく時価法（評価差額

は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により

算定） 

② 時 価 の な い も の …… 移動平均法による原価法 

 (2) デリバティブの評価基準および評価方法……時価法 

 (3) たな卸資産の評価基準および評価方法 

 未 成 工 事 支 出 金 …… 個別法による原価法 

 材 料 貯 蔵 品 …… 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定） 

 

2. 固定資産の減価償却の方法 

 (1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

 定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については定額

法）によっております。なお、耐用年数および残存価額については、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっております。 

 (2) 無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法によっております。なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準

によっております。ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法によっております。 

 (3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する方法によっております。 

 (4) 投資不動産 

定率法によっております。 

 (5) 長期前払費用 

効果のおよぶ期間に応じて均等償却しております。 
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3. 引当金の計上基準 

(1) 貸 倒 引 当 金 …… 売上債権、貸付金などの貸倒による損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権など特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。 

(2) 賞 与 引 当 金 …… 従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額に基づき計上してお

ります。 

(3) 完成工事補償引当金 …… 完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、当事業年度の完成

工事高に対する将来の見積補償額に基づいて計上しております。 

(4) 工 事 損 失 引 当 金 …… 受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末手持工事

のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積も

ることが出来る工事について、損失見込額を計上しております。 

(5) 退 職 給 付 引 当 金 …… ・従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給

付債務および年金資産の見込額に基づき計上しております。 

退職給付引当金および退職給付費用の処理方法は以下のとおりで

す。 

①退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末

までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によ

っております。 

②数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により

按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理すること

としております。 

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（10年）による定額法により費用処理しておりま

す。 

・未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用の貸借対照

表における取扱いが連結貸借対照表と異なっております。 

(6) 役員退職慰労引当金 …… 役員および執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基

づく期末要支給額を計上しております。 

 

4. 収益および費用の計上基準 

完成工事高の計上基準 

 (1) 当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事 

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）によっております。 

 (2) その他の工事 

工事完成基準によっております。 
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5. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

 (1) 繰延資産の処理方法 

社債発行費……支出時に全額費用として処理しております。 

 (2) ヘッジ会計の方法 

  (a) ヘッジ会計の方法 

 金利スワップについては、特例処理の要件を満たしておりますので、特例処理を採用しており

ます。 

  (b) ヘッジ手段とヘッジ対象 

 ヘッジ手段：金利スワップ 

 ヘッジ対象：借入金の利息 

  (c) ヘッジ方針 

 借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引を行っております。 

  (d) ヘッジ有効性評価の方法 

 特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。 

 (3) 消費税等の会計処理 

 消費税および地方消費税に相当する額の会計処理は、税抜方式によっており、控除対象外消費

税および地方消費税は、当事業年度の費用として処理しております。 

  

（追加情報） 

  （連結納税制度の適用） 

    当社は当事業年度より、連結納税制度を適用した会計処理を行っております。  
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(貸借対照表の注記) 

1. 担保にしている資産および担保に係る債務 

 (1) 担保に供している資産 

   有形固定資産 12,646百万円

   投資その他の資産「その他」 545百万円

 (2) 担保に係る債務の金額 

   短期借入金 2,450百万円

   一年以内に返済予定の長期借入金 2,933百万円

   長期借入金 7,842百万円

   合   計 13,225百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 23,319百万円

3. 保証債務 

  他の会社の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っております。 

   東邦航空㈱ 1,121百万円

   合   計 1,121百万円

4. 偶発債務 

該当事項はありません。 

5. 関係会社に対する金銭債権および金銭債務 

   関係会社に対する短期金銭債権 362百万円

   関係会社に対する長期金銭債権 4,200百万円

   関係会社に対する短期金銭債務 3,069百万円

6. 土地の再評価 

 土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地（投資そ

の他の資産「投資不動産」を含む）の再評価を行い、当該再評価差額に係る税金相当額を「再評価に

係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純

資産の部に計上しております。 

・再評価の方法 主に、土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令

第119号）第２条第５号に定める不動産鑑定評価額により算出 

・再評価を行った年月日 平成12年３月31日 

・再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額は、4,313百万円であり

ます。 
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(損益計算書の注記) 

1. 関係会社との取引高 

  営業取引による取引高 

   売  上  高 753百万円

   仕  入  高 1,033百万円

   営業取引以外の取引による取引高 247百万円

 

2. 減損損失 

  当社は、以下の資産について減損損失を計上しております。 

   

用 途 種 類 場 所 金 額 

投資不動産 (遊休資産) 土地 栃木県那須郡那須町 他 18百万円 

一部賃貸資産（遊休資産） 土地 栃木県芳賀郡芳賀町 274百万円 

事業用資産 土地・建物 大阪府大阪市西区北堀江 170百万円 

 

投資不動産については以前から遊休状態にあり、当事業年度においても評価額（時価）が下落

したため、帳簿価額を評価額（時価）まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上

しています。 

一部賃貸資産である栃木県芳賀郡芳賀町の資産については、今後の使用見込みがなくなったた

め帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しています。 

事業用資産である大阪府大阪市の資産については、事務所の売却をする旨を当事業年度におい

て決議したため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上しています。 
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(株主資本等変動計算書に関する注記) 

1. 当事業年度の末日における発行済株式の数 

   普 通 株 式 57,810,709株 

 

2. 自己株式の種類および株式数に関する事項 

該当事項はありません。 

 

3. 剰余金の配当に関する事項 

 

(1)配当金支払額 

 

決議 株式の種類 配当の原資 

配当金の 

総額 

（百万円） 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成28年3月14日 

臨 時 株 主 総 会 
普通株式 

その他利益

剰 余 金 
289 5 平成27年12月31日 平成28年3月15日 

 

 (2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 

決議 株式の種類 配当の原資 

配当金の 

総額 

（百万円） 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成28年6月20日 

定 時 株 主 総 会 
普通株式 

その他利益

剰 余 金 
867 15 平成28年3月31日 平成28年6月21日 
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(税効果会計に関する注記) 

繰延税金資産の発生の主な原因は、各種引当金、固定資産、繰越欠損金等であり、評価性引当額を控

除しております。繰延税金負債の発生の主な原因は、土地再評価差額金、その他有価証券評価差額金等

であります。 

 

(金融商品に関する注記) 

1. 金融商品の状況に関する事項 

 当社は、資金運用については主として短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により

資金を調達しております。 

 受取手形および完成工事未収入金に係る顧客の信用リスクは、「与信管理規程」に沿ってリスクの

低減を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、市場価格の変動リスクは「有価

証券管理規程」に基づき定期的に時価等の把握を行うことにより軽減しております。 

 借入金の使途は運転資金（主として短期）および設備投資資金（長期）であり、一部の長期借入金

の金利変動リスクに対して金利スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施しております。なお、

デリバティブは「デリバティブ管理規程」に従い、実需の範囲で行うこととしております。 

また、営業債務や借入金は流動性リスクに晒されていますが、当社グループでは各社が月次に資金

繰計画を作成するなどの方法により管理しております。 

 

2. 金融商品の時価に関する事項 

   （単位 百万円）

 貸借対照表計上額 時価 差額 

(1) 現金預金 2,584 2,584 ― 

(2) 受取手形 5,859 5,859 ― 

(3) 完成工事未収入金 23,281 23,281 ― 

(4) 投資有価証券    

  その他有価証券 712 712 ― 

(5) 長期貸付金 419   

   貸倒引当金（*）      △ 369   

 50 50 ― 

資産計 32,486 32,486 ― 

(1) 支払手形 6,242 6,242 ― 

(2) 工事未払金 8,221 8,221 ― 

(3) 短期借入金 4,859 4,859 ― 

(4) １年以内に返済予定の長期借入金 6,754 6,754 ― 

(5) １年以内に償還予定の社債 400 400 ― 

(6) 社債 600 574 △25 

(7) 長期借入金 11,701 11,654 △47 

(8) リース債務（短期） 
(9) リース債務（長期） 

27 
51 

27 
50 

△0 
△0 

負債計 38,858 38,784 △73 

デリバティブ取引 ― ― ― 

(*）長期貸付金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。 
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(注)１ 金融商品の時価の算定方法ならびに投資有価証券およびデリバティブ取引に関する事項 

 資産 
  (1) 現金預金、(2) 受取手形、および(3) 完成工事未収入金 

これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿額
によっております。 

    (4) 投資有価証券  
これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。 

    (5) 長期貸付金  
当社では、長期貸付金の時価の算定は、１年以内に回収予定の長期貸付金については短期間で決

済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。また、
その他の長期貸付金については、個別の回収可能性を検討し、回収不能見込額を貸倒引当金として
控除した金額によっております。 

 

 負債 
  (1) 支払手形、(2) 工事未払金、(3) 短期借入金、(4) １年以内に返済予定の長期借入金、  

および(5) １年以内に償還予定の社債  
これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価

額によっております。 
  (6) 社債および(7) 長期借入金 

これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率
で割り引いた現在価値により算定しております。 

  (8) リース債務 
リース債務の時価については、元利金の合計額を一定期間ごとに分類し、その将来キャッシュ・

フローを国債の利回り等適切な指標に当社の信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価
値により算定しております。 

 
 デリバティブ取引 

ヘッジ会計が適用されているものについては、ヘッジ会計の方法ごとの決算日における契約額また
は契約において定められた元本相当額等は、次のとおりであります。 

     （単位 百万円）

ヘッジ会計の
方 法 

デリバティブ 
取引の種類 

主なヘッジ
対 象 

契約額等 
時価 

当該時価の 
算定方法  

うち 
１年超 

金利スワップ
の特例処理 

金利スワッ
プ 取 引 
 支払固定 
 受取変動 

長期借入金 4,229 2,395 （*）

(*）金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理さ
れているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております（上記「(7) 長期借
入金」参照）。 

 
(注)２ 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

 （単位 百万円）

区分 貸借対照表計上額 

非上場株式 197 

これらについては、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時
価を把握することが極めて困難と認められるため、「(4) 投資有価証券 その他有価証券」には含め
ておりません。 
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(賃貸等不動産に関する注記) 
1. 賃貸等不動産の状況に関する事項 
 当社は、東京都その他の地域において、賃貸用のオフィスビル（土地を含む。）を有しております。 

 
2. 賃貸等不動産の時価等に関する事項 

 （単位 百万円） 

貸借対照表計上額 時価 

4,758 3,785 

(注)１ 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額および減損損失累計額を控除した金額
であります。 

(注)２ 当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標
等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。 

 
(関連当事者との取引に関する注記) 
1. 親会社 

     （単位 百万円）

属 性 
会 社 等 
の 名 称 

議決権等 
の所有(被 
所有)割合 

関連当事者 
と の 関 係 

取引の内容 
取引金額 
(注)５ 

科 目 
期末残高 
(注)５ 

親 会 社 川 田 テ ク
ノ ロ ジ ー
ズ㈱ 

被 所 有 
直 接
100.0％ 

経営管理等 
役員の兼任 

業務委託費
の 支 払 
(注)１ 

368 
 
 
 

― 
 

― 

    資金の貸付 
貸付金回収 
(注)２ 
 

200 
300 

― 
 

― 

    利息の受取 
株式売却代
金の受領 
(注)３ 

45 
100 

長期未収入
金 

4,200 

    債務保証 
(注)４ 
 
 

3,619 
 

― ― 

    配当金の支
払 
 
 

462 ― ― 

（注)１ 業務委託料の支払額については、両者協議の上で締結した業務委託契約に基づき決定して
おります。 

（注)２ 川田テクノロジーズへの資金の貸付等については、市場金利を勘案して利率を合理的に決
定しております。 

（注)３ 有価証券の売却価格は、独立した第三者による株価評価書を勘案して決定しており、返済
条件は期間１１年以内の年賦払。金利は市場金利を勘案して決定しております。 

（注)４ 当社は川田テクノロジーズ㈱より銀行借入に対して債務保証を受けております。 
（注)５ 取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。 
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2. 子会社および関連会社等 
     （単位 百万円）

属 性 
会 社 等 
の 名 称 

議決権等 
の所有(被 
所有)割合 

関連当事者 
と の 関 係 

取引の内容 
取引金額 
(注)２ 

科 目 
期末残高 
(注)２ 

子 会 社 川田建設
㈱ 

所 有 
直 接 
100.0％ 

役員の兼任 配当金の受
取 

68 ― 
 

― 

子 会 社 東邦航空
㈱ 

所 有 
直 接 
36.7％ 
間 接
29.9％ 

役員の兼任 債務保証 
(注)１ 

1,121 
 

― 
 

― 

子 会 社 ㈱橋梁メ
ンテナン
ス 

所 有 
直 接 
100.0％ 

役員の兼任 
 

配当金の受
取 

 

62 ― 
 

― 

(注)１ 当社は、東邦航空㈱の銀行借入に対して債務保証を行っております。 
(注)２ 取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。 

 
3. 個人 

重要な取引がないため、記載を省略しております。 
 
 
(一株当たり情報に関する注記) 

 

 

(重要な後発事象に関する注記) 

 該当事項はありません。 

 

(連結配当規制適用会社に関する注記) 

 該当事項はありません。 

 

(その他の注記) 

 該当事項はありません。 
 

1. １株当たり純資産額 256円15銭

2. １株当たり当期純利益 25円64銭




